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7 月 14 日、仁

比聡平比例候

補は、昨年の豪

雨災害の被災

地の倉敷市と

矢掛町を訪れ、須増伸子県議らと「い

のちを守る共産党の議席を必ず」と訴

えました。 

倉敷市で開催された個人演説会には 300 人が参加、弁護士、被災者、須増県議らが「現場に

何度も訪れ、被災者の声を国会論戦や政府交渉で取り上げ、支援制度を動かしてきた仁比さんの

議席は、いのちを守る宝の議席だ。必ず三選を」と訴えました。 

さらに、被災地の矢掛町では国政選挙では初めての個人演説会が開催され、被災者を含め 70

人が参加し、仁比候補の訴えに大きな声援を送りました。 

（写真左は、倉敷市での街頭演説、右は、真備の慰霊碑の前での追悼） 

 

すみより聡美比例候補は、13・14・15 日の三日間、鳥

取・島根の両県入りし、「中林必勝・比例躍進・仁比三

選」を力強く訴えました。（写真は鳥取市） 

すみより候補は三日間で 24 カ所で街頭から訴え。何

処でも「街角演説会」として取り組まれ、200 人を超す

方々が集まりました。 

また、地方議員、女性後援会、青年後援会、医療生協

有志後援会のメンバーが同行してくれ、元気よくプラス

ター宣伝をしました。すみより候補は、「島根は学生時

代に生活していた所、山陰の三日間で学んだものを力に、

最後まで頑張ります」と語っています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 昨日も、期日前投票で「仁比と書くのを忘れていて、党名を書いた」という党員の電話がブロ

ックに掛かってきました。「党員は仁比と書く」方針の徹底と合わせて、「手札」「カード」など現

場で間違わないような手だてをぜひ取ってください。 
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